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松本 六･吉井 致 ･池田 章
(川崎医大 ･第 1解剖)
動脈系はからだのいろいろな器官のなかでもと
くに大きな変異をしめすoわれわれは立体造影法
を中心にした霊長類各分XEi群の動脈系の解析によっ
て､比較解剖学的な変異を明らかにするとともに
その進化史上の変化と忠義を考究する目的で研究
をおこなっている｡今年度はとくにコロブスの前
肢動脈系について知見をまとめたので､それを報
告する｡
コロブスでは上腕における本幹は浅上腕動脈で
あり､上腕動脈は上腕深部の栄来校として終わっ
ていた.また､上腕仲伽には後上院回旋動脈と上
腕探動脈が共存している｡
肘高遠位部で浅上腕動脈は暁骨動脈と尺骨動脈
に分かれ､尺骨動脈は扶持屈筋起始郡の下にもぐ
るところで (前)骨問動脈を分枝する｡骨間動脈
からはさらに細い正中動脈が分岐して､前腕遠位
1/3にまで達する｡骨問動脈は前腕遠位端で数
枝に分かれ､暁骨動脈･尺骨動脈やそれらからの
手根枝と吻合している｡
焼骨動脈は前腕中央部から暁骨神経に伴行し､
手根部で背側にまわって第2背側中手動脈となる｡
同動脈は第2中手骨問遠位部で掌側に移って､第
2･3･4指問の掌側総指動脈となり､これらが
指への主要枝になっている｡
母指へは手根部焼側端で暁骨動脈から分かれた
枝が､第1中手骨背側をまわりながら数枝を母指
端に送り､同枝そのものは第1中手骨問を遠位尺
側にすすんで掌側にうつり､法要動脈弓を形成す
る細枝を送ったあと節2中手骨問遠位端で掌側総
指動脈に吻合する｡
尺骨動脈は尺骨神経に伴行して手輩に達し､浅
掌枝ほかを分枝したのち同神経探枝に伴行して不
完全な深紫動脈弓を形成する｡同動脈弓の擁側は
暁骨動脈の枝によってできる近位動脈鎖から供給
されており､同動脈鎖からは深掌側中手動脈が分
岐して遠位動脈鎖に吻合している｡浅掌枝は貧弱
な浅掌動脈弓を形成し､そこから分岐した浅掌側
中手動脈は遠位動脈鎖に吻合する｡
コロブスでは母指がきわめて退化的になってい
-67-
